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「
道
路
里
親
制
度
」
は
、
県
管
理
の
道
路

を
「
里
子
」
に
例
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
「
里
親
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
道
路

の
清
掃
や
除
草
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う
制

度
で
す
。

　

山
方
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
三

太
の
道
愛
護
会
（
会
長
木
村
真
一
郎
さ

ん
）」
は
、
平
成　

年
度
か
ら
山
方
地
域
内

１５

の
国
道
１
１
８
号
の　
　

と
主
要
地
方
道

２．３
km

常
陸
太
田
烏
山
線
上
約　
　

の
里
親
に
な

１．２
km

り
、
沿
道
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
茨

城
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

愛
護
会
の
皆
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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交
通
安
全
映
画
会
が
８
月
４
日（
木
）、

美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
や
青
少

年
の
健
全
育
成
、
明
る
い
家
庭
と
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、
美
和
地
区
交

通
安
全
母
の
会
の
主
催
で
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
当
日
は
、
小
学
生
を
中
心
に
約
１

０
０
人
が
来
場
し
、
大
宮
警
察
署
檜
沢
駐

在
所
警
察
官
の
村
田
さ
ん
に
よ
る
、
正
し

い
自
転
車
の
扱
い
方
の
講
話
も
あ
り
、
夏

休
み
期
間
中
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
８
日
に
も
、
宿
里
ふ
る
さ

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
同

映
画
会
が
開
催
さ
れ
、
約　

人
が
来
場
し

７０

ま
し
た
。

　

７
月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
「
夏
の

２０

２０

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」が
実
施
さ
れ
、

緒
川
地
域
で
も
運
動
の
一
環
と
し
て
、
８

月
５
日
に
国
道
２
９
３
号
（
物
産
セ
ン

タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
前
）
で
交
通
安
全
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
進
行
で
地
域
内
の
主
要
幹

線
道
路
の
こ
さ
払
い
を
、
大
宮
土
木
事
務

所
や
地
域
内
建
設
業
者
、
消
防
本
部
、
Ｊ

Ａ
茨
城
み
ど
り
、
小
瀬
高
校
、
緒
川
中
学

校
、
小
瀬
・
八
里
小
学
校
、
安
全
協
会
緒

川
支
部
、
緒
川
総
合
支
所
職
員
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

８
月
８
日

か
ら
２
泊
３

日
の
日
程

で
、
大
宮
小

学
校
５
年
生

　

人
と
長
倉

４４小
学
校
同　
１８

人
が
、
秋
田

県
大
館
市
へ

訪
問
し
先
方

の
城
南
小
学
校
と
桂
城
小
学
校
の
児
童
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

大
館
市
に
は
「 
部  
垂 
町
」、「 
長  
倉 
町
」と

へ 
だ
れ 

な
が 
く
ら

い
う
地
名
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
佐
竹
氏
の

常
陸
国
か
ら
秋
田
へ
の
国
替
え
に
よ
っ
て

で
き
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
大
宮
小
と
城
南
小
が
、「
部

垂
」
の
名
が
縁
で
平
成　

年
度
か
ら
相
互

１３

訪
問
に
よ
り
交
流
を
深
め
て
き
て
お
り
、

今
回
「
長
倉
」
の
縁
で
桂
城
小
と
長
倉
小

も
参
加
し
、
交
流
に
も
新
た
な
広
が
り
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
大
館
市
到
着
後
セ
レ
モ

ニ
ー
で
歓
迎
を
受
け
、
そ
の
後
市
内
の
名

所
巡
り
に
出
発
。
２
日
目
は
、
大
宮
小
児

童
が
学
区
内
に
「
部
垂
町
」
が
あ
る
城
南

小
を
、
長
倉
小
児
童
が
「
長
倉
町
」
の
あ

る
桂
城
小
を
訪
問
。
各
校
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
校
合
同
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
や
き
り
た
ん
ぽ
作
り
体
験
も
行
わ

れ
、
児
童
た
ち
の
距
離
も
い
っ
そ
う
近
づ

い
た
よ
う
で
す
。

　

夏
休
み
を
一
緒
に
過
ご
し
た
児
童
た
ち

は
、「
し
ゃ
べ
り
方
が
違
う
と
思
っ
た
」
や

「
遠
い
け
れ
ど
心
は
通
じ
て
い
る
気
が
す
る
」

な
ど
、６
０
０ 
㌔ 
を
隔
て
た
友
情
の
輪
を
広

げ
、
良
い
思
い
出
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
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夏
休
み
期
間
中
の
７
月　

日
〜　

日
ま

２２

３１

で
、
大
宮
地
域
水
泳
教
室
が
大
宮
西
小
学

校
プ
ー
ル
で
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
大
宮
地
域
の
小
学
３
〜
６

年
生
約
１
０
０

人
が
受
講
し
、

市
の
体
育
指
導

委
員
の
皆
さ
ん

の
指
導
の
も
と

水
泳
を
楽
し
み

ま
し
た
。
最
終

日
に
は
記
録
会

も
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の

記
録
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
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▲道路でのこさ払いの様子
※こさ払いとは、東日本限定で使われて
いる方言で、道路や田畑の周りの邪魔
な枝を払うことを言います。
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▲きりたんぽ作りに挑戦
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ふれあいの船の出発を迎えて

大宮小　藤田　美穂　
　私は初めてふれあいの船の話を聞いたとき、本当にう
れしい気持ちになりました。友達と一緒に行けるのが一
番の理由でした。長い時間船で一緒に過ごしたり、北海
道でグループごとに活動したり、同じ部屋に泊ったりし
て、楽しい思い出がいっぱいできるだろうなぁと思いま
した。その後、体験学習のコースを選んだり、グループ
を決めたり、説明会で話を聞いたりしているうちに、楽
しみな気持ちがだんだん大きくなってきました。
　そして今日、いよいよ北海道に出発する日になりまし
た。この４泊５日のふれあいの旅では、楽しい経験のほ
かにも色々な経験をすると思いますが、その経験は、私た
ちのこれからの生活にきっと役立ってくれると思います。
　これまでいろいろ準備してくださった皆さんに感謝を
して、楽しい思い出をたくさん作ってきたいと思いま
す。そしてスローガンの「いつまでも　心に残る　思い
出を」目指して、みんなで協力してがんばってきたいと
思います。

▲８月２４日　環境学習として植林体験
　有珠山系火山に緑を！

▲８月２３日　白老ポロトコタンにてアイヌ文化体験

▲８月２２日　出発式（あいさつを述べる藤田美穂さん）

▲

８
月　

日　

洞
爺
湖
火
山
の
火
口
見
学

２４

陥
没
や
隆
起
し
た
道
路
を
見
て
「
自
然
の
力

の
大
き
さ
」
に
驚
き
ま
し
た




